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裏
路地

険
探

■
小こ

ま
た
が
わ

又
川
渓
谷
に
広
が
る
棚
田
の
郷 

海う
み
が
み上

を
歩
く
／
新
温
泉
町
海
上

山
の
中
に
あ
る
の
に「
海
」が
付
く
不
思
議
な
村

美
し
き
棚
田
と
渓
谷
…
、の
ど
か
な
風
景
が
広
が
る

「
但
馬
杜
氏
」と「
但
馬
牛
」の
伝
統
が
今
も
息
づ
く

　

兵
庫
と
鳥
取
の
県
境
、
扇
お
う
ぎ
の
せ
ん

ノ
山
山
ろ

く
に
広
が
る
上
山
高
原
。
ブ
ナ
林
と
ス
ス

キ
草
原
で
知
ら
れ
る
こ
の
高
原
へ
向
か
う

山
道
の
途
中
、集
落
が
突
如
と
現
れ
る
。

標
高
３
５
０
〜
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
あ

い
に
位
置
す
る
新
温
泉
町
海う

み
が
み上
は
、
43

戸
が
生
活
す
る
小
さ
な
集
落
だ
。

　

ま
ず
驚
く
の
が
そ
の
地
名
。「
山
の

中
な
の
に
海
上
！
」
と
、
訪
れ
る
人
は

誰
も
が
疑
問
に
思
う
そ
う
だ
。
そ
の
謎

を
解
く
カ
ギ
は
、
古
く
か
ら
残
る
村
の

伝
承
が
教
え
て
く
れ
る
。

　

そ
の
昔
、
海
上
の
北
西
に
位
置
す
る

牛う
し
が
み
ね
さ
ん

ヶ
峰
山
が
崩
れ
て
小こ
ま
た
が
わ

又
川
が
せ
き
止

め
ら
れ
、
こ
の
地
が
湖
の
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
だ
。
村
の
人
は
湖
に
浮
か
ぶ
児
嶋

に
家
を
建
て
、村
を
湖
の
上
と
名
付
け
、

い
つ
し
か「
海
上
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
山
崩
れ
で

で
き
た
湖
の
水
は
土
手
を
破
り
、
流
れ

出
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付

け
る
か
の
よ
う
に
、
周
辺
に
は
児
嶋
、
湊

な
ど
水
に
因
ん
だ
地
名
が
多
い
。

　

ま
た
、
氏
神
で
あ
る
児こ

じ
ま嶋

神
社
も
、

湖
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
。
神
社
は
石
の
丘
に
建
っ
て

お
り
、
か
つ
て
こ
の
石
は
牛
ヶ
峰
山
か
ら

落
ち
て
き
た
も
の
と
さ
れ
る
。
海
上
側

の
山
頂
に
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う

な
跡
が
あ
り
、
山
す
そ
の
石
と
神
社
の

石
は
同
種
の
物
で
あ
る
そ
う
だ
。

　
「
静
か
で
環
境
の
よ
い
集
落
で
す
が
、

冬
は
き
び
し
い
。
積
雪
は
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
は
、
案

内
役
の
尾
崎
美
津
人
区
長
さ
ん
。
交
通

の
便
が
よ
く
な
る
前
、
村
の
男
た
ち
は

半
年
、
棚
田
で
米
を
作
り
、
残
り
の
半

年
は
酒
造
り
へ
と
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
。

　
「
出
稼
ぎ
者
は
村
を
豊
か
に
す
る
貴

重
な
存
在
だ
っ
た
」
と
、
村
の
人
々
は
そ

の
苦
労
を
労
う
。
婦
人
消
防
隊
が
あ
り
、

男
た
ち
の
い
な
い
冬
場
は
女
性
た
ち
が
村

氏神であり、児嶋権現を祀っている児嶋神社。毎年、大晦
日には願いを込めて、住民が手作りした千羽鶴が奉納され
る。大杉や椿などが生い茂る鎮守の森が残る。参道石段の
登り口に立つ大イチョウは、樹齢300年とされる巨木。

うみがみ元気村は、平成23年4月にオープンした
交流拠点施設。農産物の直売の他、牛肉うどんやぜ
んざいなどの料理も提供している。11月には収穫祭
も開催。24時間利用できる休憩スペースを開放して
おり、上山高原や小又川渓谷の滝めぐりに訪れる
人々に重宝されている。※水、土、日曜のみ営業（5
人以上の予約があれば臨時営業）。

蔵王権現像

元々は牛ヶ峰山頂にあったとされる「牛峰寺（ぎゅうほうじ）」。役行
者が但馬と因幡の国が一望に見渡せ、朝日を１番に拝める最高の
山として、山岳信仰の守り神である蔵王権現を祀ったことが始ま
り。各村を転々とした後、現在の地を本坊とした。兵庫県香美町の
三川山、鳥取県三朝町の三徳山と並び、「山陰の三大権現」として
信仰が篤い。本尊の蔵王権現像は町の文化財に指定されている。

火山灰の中に埋もれ半分化石
になった太古の杉「神代杉」。
約２５００年前のものと推定。

昭和26年に竣工した「浮田堰
隧道」は延長320メートル、６
町歩の田畑の水を潤している。
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●「裏路地探険」に参加してみませんか！！
平成25年7月13日（土） 10:00〜12:00

「長寿の水を訪ねる」 豊岡市竹野町羽入（はにゅう）

＊実施日の10日前までに、18ページ掲載のＴ2編集部
へ、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みください。開催は午前
中、現地集合・現地解散となります。申込締切日後、
案内を参加ご希望の方へ送付致します。

郷土芸能である「海上傘踊り」は、江
戸末期に始まった雨乞いの踊り。鳥
取県から伝わったとされるが、踊り
も歌も独自に発展を遂げている。小
学１年生になると教えられ、村の男
性は誰でも踊ることができる。切れ
のあるダイナミックな所作は見応え
があり、傘に付けられた鈴の音が小
気味よい。海外公演も行っており、
フランスのニースではアンコールが
起こる盛況ぶりだったそう。現在は
8月14日のお盆に披露される。

今では珍しくなった但馬牛の家族飼育。

集落の入り口にある「六地蔵」は、
地元の人2名による手作り。愛媛
県まで習いに行き、冬の農閑期に
コツコツと彫り上げた。屋根の石板
も手作りで、皆が平和に暮らせるよ
うにと、平成20年に建立した。

小又川渓谷は集落の上流にあり、県の名勝
に指定。大小数多くの滝が点在し、中でも僧
侶が修行したとされる「シワガラの滝（写真）」
や、落差35メートルの「桂の滝」は美しい姿
で知られる。植物や昆虫の化石も多く出土
し、歴史的にも珍しい場所である。

上山高原のスス
キ草原復元のた
めに伐採した雑
木を白炭にして
いる炭焼き小屋。
白炭は上山高原
ふるさと館で販
売している。

広場では
運動会を開催

炭焼き小屋

至県道・
国道9号

至
上
山
高
原
・

小
又
川
渓
谷

但馬牛の多頭飼育
がされている畜産
農家の牛舎。立派
な黒毛和牛が飼育
されている。

但馬牛の
牛舎

小又川沿いに
棚田が広がる

児嶋神社

牛峰寺

うみがみ
元気村

春は石垣沿いに
芝桜が満開になる

海上ふるさと
体験ハウス

大イチョウ
神代杉

牛ヶ峰山

六
地
蔵

公民館

高台からは
集落が一望
できる

但馬牛の家族飼育

手作り
看板

浮田堰
隧道

周囲を700 〜
900メートル
級の山々に囲
まれた海上。

美しい棚田が広
がる光景。きれい
な水と空気、寒暖
差が生み出す棚
田米は、美味しい
と評判。

公民館前の手作り看板

を
守
っ
た
そ
う
だ
。
最
盛
期
に
は
40
人
も

の
杜と

う
じ氏

と
蔵く

ら
び
と人

が
お
り
、
現
在
も
４
人

が
但
馬
杜
氏
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

村
の
主
な
産
業
は
米
作
り
。
小
又
川

渓
谷
沿
い
に
20
町
歩
の
棚
田
が
広
が
っ
て

い
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
な
い
時
代
は
、

ど
の
家
で
も
１
頭
は
役
牛
を
飼
い
、
玄

関
横
の
母
屋
に
１
年
１
産
の
子
牛
と
と

も
に
愛
情
を
か
け
て
育
て
ら
れ
て
い
た
。

名
和
牛
「
但
馬
牛
」
の
原
点
で
あ
る
こ

の
光
景
は
、
農
業
の
機
械
化
に
よ
り
多

頭
飼
育
へ
変
わ
り
、
海
上
で
も
家
族
飼

育
は
１
軒
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

海
上
の
棚
田
は
渓
谷
の
清
水
と
寒
暖

の
差
の
激
し
い
気
候
に
よ
り
、
美
味
し
い

お
米
が
穫
れ
る
。
棚
田
米
「
う
み
ゃ
ー

な
ぁ
」
と
し
て
人
気
を
得
て
い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
県
が
推
進
す
る
「
小

規
模
集
落
元
気
作
戦
」
の
モ
デ
ル
集
落

に
選
定
さ
れ
、
地
域
活
性
化
を
検
討
。

２
年
前
に
は
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

「
う
み
が
み
元
気
村
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
地
元
の
お
母
さ
ん
が
作
る
郷
土
料

理
や
農
産
加
工
品
を
直
売
し
、
地
域
の

人
や
上
山
高
原
を
訪
れ
る
人
の
交
流

の
場
と
し
て
常
に
笑
顔
が
絶
え
な
い
。

　

時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
風
景
に

出
会
え
る
海
上
集
落
。
の
ど
か
な
環
境

が
人
を
作
る
の
か
、
海
上
の
人
た
ち
は

み
な
気
さ
く
な
人
ば
か
り
。「
も
う
１

度
訪
れ
た
い
」
と
思
え
る
村
で
あ
っ
た
。


